
市
民
企
画
提
案
を
募
集

　

実
行
委
員
会
か
ら
は
市
民
参
画
型

の
ま
ち
ぐ
る
み
事
業
に
し
よ
う
と
い

う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
柱
と

し
て
、
４
０
０
年
祭
コ
ン
セ
プ
ト
に

基
づ
い
て
市
民
が
自
分
で
立
案
し
て

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
企
画
）
を
募

集
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
実
行
委
員

会
で
審
査
し
、
公
認
し
た
も
の
は
、

４
０
０
年
祭
の
冠
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
承
認
す
る
ほ
か
、
事
業
の
内
容
に

よ
っ
て
は
支
援
事
業
と
し
て
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

 

３
月
31
日
ま
で
（
次
回
募
集
は
７

月
１
日
〜
９
月
30
日
を
予
定
）

提
案
書
様
式

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
募
集

　

４
０
０
年
祭
は
市
民
の
手
で
つ
く

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、
イ
ベ

ン
ト
、
企
画
、
宣
伝
な
ど
を
行
う
た

め
の
ス
タ
ッ
フ
バ
ン
ク
を
設
置
し

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
運
動
と
し

て
４
０
０
年
祭
に
か
か
わ
っ
て
み
た

い
、
応
援
し
た
い
そ
ん
な
方
た
ち
の

人
材
登
録
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
登
録
い
た
だ
い
た
方
は
、
現

実
の
会
議
以
外
に
も
仮
想
空
間
と
し

て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
開
、
非
公
開
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
協
議
や
交
流
を
行
い

ま
す
。

募
集
期
間

　

 

３
月
31
日
ま
で
（
４
月
以
降
も
随

時
募
集
し
ま
す
）

形　

態

　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
加
入
し
ま
す
）

※ 

ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
か

を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

　

実
行
委
員
会
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
も
作
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
４
０
０

年
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
市
内
小
・
中
学
生
に
イ
メ
ー

ジ
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

わ
き
あ
い
あ
い
と

　

４
０
０
年
祭
に
つ
い
て
情
報
交
換

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
丹
波
篠
山

地
方
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
ホ
ッ
と
！
さ
さ
や
ま
」

に
で
き
ま
し
た
。

　

４
０
０
年
祭
に
つ
い
て
の
ご
意
見

や
提
案
を
気
軽
に
、
そ
し
て
わ
き
あ

い
あ
い
と
語
り
合
え
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
場
で
す
。「
丹
波
篠
山

築
城
４
０
０
年
祭
」
の
公
認
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
す
。

ア
ド
レ
ス
は

　

http://sns2.sasayam
a.jp

　

メ
ン
バ
ー
登
録
し
た
後
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ほ
か
に
も

４
０
０
年
祭
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ

ご
と
な
ど
課
題
別
の
も
の
が
つ
く
ら

れ
る
予
定
で
す
。

丹
波
篠
山
築
城
４
０
０
年
祭

実
行
委
員
会
設
立
総
会

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、盛
り
上
げ
よ
う
４
０
０
年
祭

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、盛
り
上
げ
よ
う
４
０
０
年
祭

記念講演
「原風景としての街・篠山」

講演の内容は eoTVコミュニティチャンネル
（11ch）で３月に放送されます。番組表は、市広
報紙光11チャンネル紹介欄をご覧ください。

原風景としての篠山（城下町）づくり
　私は5年前、犬山市から帰ってきました。何がそ
うさせたか……それは郷愁にほかなりません。懐か
しさ、郷愁を感じさせるまち。原風景を思い起こさ
せるまち。日本の原風景を求めて「ここへ来たい」
と思わせる雰囲気が篠山にはあります。
　篠山は、小規模なまちなのでまとまりやすい（コ
ンパクトシティー）と思います。歩いて暮らせる、楽
しめるまち。住みたい、帰りたいと安心感を与えて
くれるまちです。

文化の城としての再生、市民が
親しめるお城に
　一昨年、石垣の崩壊を防ぐために城のサクラを
切った経緯がありますが、それは文化や生き物に対
して硬直した考えだと思います。城とは、堀と石垣
と建物だけではありません。そこにあるサクラ、マ
ツ、モミジなどの樹木が一体となったものです。お
城は市民のもので、かつては、芸能、お茶会や菊
の展覧会、武道大会が開催される活動の拠点でし
た。今は、物品販売や飲食などさまざまな規制が
あり、訪れる人が楽しめなくなっていますね。熊本
城や松江城などでは、茶室があり売店があり、落
語や映画会が行われています。城をミュージアムと
し、もっと自由に活用できればいいと考えています。
篠山小学校の移転問題もありますが、子どもたち
の愛郷心を養うには、移転しない方がいいと思いま
す。また、堀のハスがなくなってしまったことについ
て諸説はありますが、特定された原因は、まだ分かっ
ていません。できるだけ早く真相を究明し、ハスや
ヒシの復活を望みます。

篠山のグランドデザインが必要
　篠山には竹やぶが非常に多いことが特徴です。
まちなかに、これだけ竹やぶが多いことは少ないと
思います。この竹やぶを大切にし、緑と花のまち、
緑豊かな美しいまちを実現したいですね。緑が多い
ことは、人々に安らぎを与えます。さらに、シャッター
をなくしたいですね。夜になればシャッター街となっ
てしまいます。閉店しても、外からウインドーショッ
ピングができるようにしたいですね。そういったまち
並みを形成するには、城下町としての景観を含めた
「ビジョン」を早く明確にする必要があります。
　近年、年末になると紙製の門松が配布されます
が、あれは感心しません。里山に入り、自らで作
るべきです。そうすれば里山が整備されます。松を
手入れし、梅林づくりを提案したいと思います。さ
らに、「火」を共通項として、とんど祭りといのしし祭
を連動させることもいいかも知れませんね。
　市民参画のまちづくりに向けて篠山には、発展
のための潜在能力があります。この築城400年祭
を契機に市民の力を結集させ、そして掘り起こし、
まちづくりを行う必要があると思います。

河
かわ

合
い

雅
まさ

雄
お

さん

京都大学名誉教授

◆
問
い
合
わ
せ

　

 

丹
波
篠
山
築
城
４
０
０
年
祭
実
行
委

員
会
事
務
局（
〒
６
６
９‐２
３
９
７
・

篠
山
市
北
新
町
41
）市
役
所
本
庁
３
階

　

Ｅ
メ
ー
ル

castle@
city.sasayam

a.hyogo.jp
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Ｅ
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７

Ｆ
Ａ
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５
５
２‐５
６
６
５

ポ
ス
タ
ー

丹波篠山築城四〇〇年祭シンボルマーク
※上記3種類あります。

　

１
月
30
日
夜
、
篠
山
市
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
丹
波
篠
山
築
城

４
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
の
設
立

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
の

各
機
関
の
代
表
や
事
前
に
実
施
し

ま
し
た
ア
イ
デ
ア
提
案
の
応
募
者

な
ど
、
１
０
０
人
を
超
え
る
市
民

の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

１
６
０
９
年
に
篠
山
城
が
築
城

さ
れ
て
、
来
年
で
４
０
０
年
を
迎

え
ま
す
。
篠
山
市
で
は
こ
れ
を
記

念
し
た
事
業
を
行
い
、
た
く
さ
ん

の
観
光
客
を
迎
え
る
一
方
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
１
つ
と
し
て
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

総
会
で
は
、実
行
委
員
会
会
長
・

酒
井
市
長
の
「
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
未
来
に
向
か
っ
た
事
業
に
し

て
、市
民
の
手
で
成
功
さ
せ
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
、開
会
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
河か

わ

合い

雅ま
さ

雄お

名
誉

会
長
が
「
原
風
景
と
し
て
の
街
・

篠
山
」
と
題
し
て
ふ
る
さ
と
篠
山

へ
の
熱
い
思
い
を
語
ら
れ
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
も
一
言
一
言
に
う
な

ず
く
な
ど
、
深
く
感
動
を
与
え
る

も
の
で
し
た
。

（
要
旨
は
別
枠
）


